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—編集後記—

124号から 135号までの 4年間，編集委員長を務めさ
せて頂きました．任期期間中，編集委員，査読頂いた皆

様，その他多くの方々にご協力頂きました．この場を借

りて御礼申し上げます．

今号はシンポジウム特集として「福島放射性物質汚染

の現状と課題」を取り上げました．シンポジウム特集と

しては，126号の「放射性物質問題—土壌物理に求めら

れること— 」に続く 2 回目の放射性物質汚染特集とな
ります．東日本大震災から 6年の歳月が経ち，日常の生
活では福島の問題は忘れられがちになっています．しか

し，原発事故以来測定されてきたデータを見ると，この

災害の記録と解析の継続は，我々研究者の責任なのだと

改めて痛感させられました．放射線量の減衰データは，

半減期 30年の理論に良く合致しており，我々の子供や孫
の世代まで引き継がれる問題であることも再確認されま

す．一方，データをよく見ると，土粒子に強く吸着され

て動かないセシウムだけではなく，有機物に吸着した後

に分解されて，コロイド粒子と一緒に動く形態などの詳

細も明らかになってきます．今号に掲載されているデー

タは，出来るだけ多くの皆さんに，科学的な視点で考え

て頂きたいと思います．貴重なデータを整理して提供頂

いた講演者の皆様，ありがとうございました．

4年間の任期の間に，原稿の電子化とWeb掲載の環境

を整えることが出来ました．溝口前会長のご尽力もあ

り，様々な機能を持った最新の環境が整えられています．

土壌物理学会のみならず中 · 小規模の学会は，会員数，
投稿原稿の減少が共通の悩みです．近い将来，土壌の物

理性も完全電子ジャーナルへの移行が必要となることも

予想されますが，その準備はほぼ出来ています．また，

実験や計算結果の動画，測定データ，HYDRUS のプロ
ジェクトなどを論文と一緒にダウンロードすることがで

きます．こうした論文の付加価値を高める機能は，議論

や情報交換を行いやすい環境を与えます．質の良い情報

の発信を続けることにより，今まで以上に他分野の方々

からも注目される土壌の物理性になることを確信してい

ます．もちろん今後の発展のためには，会員の皆さんの

協力は不可欠ですので，是非，土壌の物理性に投稿頂き，

情報を世界に向けて発信して下さい．よろしくお願いし

ます．

最後に，私は，土壌の物理性の任期とほぼ同じく，2004
年 1月から務めてきた Vadoze Zone Journal（VZJ）の編
集委員を 2016 年末に退任しました．これからも，土壌
の物理性や VZJに論文を投稿する立場で積極的に関わっ
ていきたいと思いますので，今後ともよろしくお願いし

ます．
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